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１．会社概要



P4１．会社概要

会社名 株式会社 神戸製鋼所

英文社名 Kobe Steel, Ltd.

グループブランド KOBELCO

創業 1905年9月1日

設立 1911年6月28日

資本金 2,509億円（2023年3月31日現在）

代表取締役社長 勝川 四志彦

従業員数
連結 38,488人（2023年3月31日現在）
単体 11,368人（2023年3月31日現在、出向者を除く）

子会社 202社（2023年3月31日現在）

関連会社 49社（2023年3月31日現在）

１．会社概要
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２．事業内容

１．会社概要

素材系事業

鉄鋼アルミ
線材条鋼（線材、棒鋼）、薄板（熱延、冷延、表面処理）、厚板、アルミ板、

その他（鋼片、鋳物用銑、製鋼用銑、スラグ製品）

素形材

鋳鍛鋼品、アルミニウム合金及びマグネシウム合金鋳造品、

チタン及びチタン合金、アルミニウム合金鍛造品及び加工品、

アルミ押出材及び加工品、銅圧延品、鉄粉

溶接

溶接材料（各種被覆アーク溶接棒、自動・半自動溶接用ワイヤ、フラックス）、

溶接ロボット、溶接機、各種溶接ロボットシステム

溶接関連試験・分析・コンサルティング業

機械系事業

機械

エネルギー・化学関連機器、原子力関連機器、タイヤ・ゴム機械、樹脂機械、

超高圧装置、真空成膜装置、金属加工機械、各種圧縮機、冷凍機、ヒートポンプ、

各種プラント（製鉄圧延、非鉄等）、各種内燃機関

特殊合金他新材料（ターゲット材等）、各種材料の分析・解析

エンジニアリング
各種プラント（還元鉄、ペレタイジング、石油化学、原子力関連、水処理、廃棄物処理等）、

土木工事、新交通システム、化学・食品関連機器

建設機械
油圧ショベル、ミニショベル、環境リサイクル機械、クローラクレーン、ホイールクレーン、

DXソリューション

電力事業 電力 電力供給、熱供給

その他事業 高圧ガス容器製造業、超電導製品、総合商社
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３．国内事業所（鉄鋼アルミ）

１．会社概要

生産・技術開発拠点 所在地 主要製品・事業内容 その他

加古川製鉄所 兵庫県加古川市 線材・棒鋼、厚板、薄板製品の生産
敷地   ：5,036,522㎡
従業員数：2,849人

神戸線条工場 兵庫県神戸市 線材・棒鋼製品の生産
敷地   ：1,202,185㎡
従業員数：788人

真岡製造所 栃木県真岡市 アルミ板条製品の生産
敷地   ：456,156㎡
従業員数：883人

加古川製鉄所 神戸線条工場 真岡製造所



2．製鉄所の製造現場で使える
 異常予兆検知システムの開発
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１．我々のミッション

お客様のご要望に合わせた鋼材をタイムリーにお届けする

２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

設計 製造 お客様

お客様仕様に
基いた鋼材設計

設計に基いた条件で製造

検査 輸送

仕様・規格に基いた
条件で検査

輸送中も傷をケアした
方法でお客様へ納入



P9２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

２．線条製品製造工程フロー

高炉(2基) 転炉(3基) 連続鋳造(2基)

分塊(1ライン)
鋼片検査(3ライン) 製品(4ライン)

TBM／CBMと データに基づいた保全≒異常予兆検知 で安定稼働体制を確立

1ラインのみ

お客様への
供給が滞る！
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３．加古川製鉄所 第2分塊工場 工場レイアウト

圧延材の進行方向

主要設備で51設備、これらを構成する装置になると190装置（部品点数は数十万点）

２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

多様な装置についてモデル作成を行い異常予兆検知を活用した保全体制を構築する



P11２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

目標速度になるよう
電圧で速度制御を行う

並列に接続された電動機
（摩擦抵抗が違う）

搬送負荷

定常速度へ加速

搬送時はばらつき大

無負荷時に
電流差が出る

例：搬送ローラ
一つの駆動電源で並列に接続された電動機を同期して制御するような場合

工場内の設備には、多種多様な操業モード（状況・条件）がある

ドメイン知識抜きでは、”Apple to Apple” の評価がしづらい

どのようなイレギュラーな動きが、捉えたい「異常」なのか、分からない

データサイエンティスト任せでは、使えるモデルは組みづらい

4．課題
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操業現場に近いところにいるドメインエキスパート（十数名）に、

モデル構築から運用まで任せることにした

ドメインエキスパートが設備知見を活かした前処理や結果の解釈を実施

２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

5．採用した解決策

ドメインエキスパートが
データを見ながら
モデル設計・解釈



P13２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

前処理：
定負荷/定常運転時等を抽出

モデル構築：
主に2次元のLOFを使用

時間

電
流
値

搬送設備駆動モータ電流値

散布図上の各領域
の異常度スコアを確認

ドキュメント化：
設計内容や前処理の思想は
クラウド上に保存

散布図/異常度ヒートマップ

異常発報：
異常度判定時、メールが届く

特殊な操業モード
⇒誤検知要因のため除外

異常検知アルゴリズムは、解釈性の高い2変数に対するLOFを主に活用

異常発報時は、ドメインエキスパートが見れば、何が起きているか判断できる

６．モデル構築の流れ
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   「MONAD（Mode Oriented Novel Anomaly Detector）」をアジャイル開発

２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

AWS Cloud

Webアプリ操作

ローカルPC

eSearch plus」

第2分塊工場

B社製
PLC

データ取集装置
(ibaPDA)

A社製
PLC

ファイルサーバー

社内ネットワーク

ファイヤーウォール

製鉄所のシステム

クラウド環境（DataLab）

生データ 整形データ

整形処理

MATLAB EC2

MATLAB Production Server

MATLAB Web App Server

前処理＆モデル
設定

変換データ
＆異常スコア

Amazon SES

診断通知

メール作成

アルゴリズム群

モデル構築・
日々の結果確認
(Web アプリ)

異常度算出

MONAD
（Mode Oriented 

Novel Anomaly Detector）

７．システム構成



P15２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

データ解析・ドメイン知識のドキュメント化により、設備知見・気づきの獲得と共有が進んだ

ユーザFBをもとに、アプリを継続的に改善・機能追加

成功例：鋼片搬送設備の軸受潤滑不良の初期症状を検知

F1スコア89%を達成 解放点検した結果、
グリスが一部炭化していた

８．試運用の成果



P16２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

異常予兆検知モデルを1か月で約90件試作

構築したモデルは、ロングラン検証（モデル設計者レベルでの試運用）を実施

有用なものは業務フローを整備し、現場での実運用に持ち込んだ

現物確認
結果共有

データ
収集

MONAD

分塊工場

異常時
メール

異常の疑いあれば点検、修理

現物確認

異常判定

モデル修正

現場担当者

故障情報
共有

モデル
設計者

９．現場運用の実施



P17２．製鉄所の製造現場で使える異常予兆検知システムの開発

現場担当者を支援するWEBアプリを開発・運用フロー改善を実施中

各モデルの発報状況が一目で分かる

処置履歴をインプット可能
一覧画面 処置履歴

MONAD 異常時
メール

異常の疑いあれば
点検、修理

現物確認

異常判定

モデル修正

現場担当者

故障情報
共有

モデル設計者 現物確認
結果共有

１０．運用定着化に向けた取組

WEBアプリ

詳細画面



3．MONADデモンストレーション
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基本コンセプト：操業現場で、使えて、作れる、簡易ツールを提供する

「使える」：データを目で見て分かる異常（「いつもと違う」状態）を確実にとらえられる*
「作れる」：スタッフが設備知見を活かしつつ、簡易に異常検知モデルを組める

*人がデータ（散布図や波形）を見てもわからないような、高度な設備診断は本取組の対象外

DB

得られた
知見はDBに
集約・共有

設備知見を
活かしつつ、
データを見ながら
モデル設計

モデル
設計思想

日々のデータ
異常

３．MONADデモンストレーション
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データを見ながら、異常検知モデルを組めるMATLABアプリ

・未作成

３．MONADデモンストレーション
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・簡易版MONAD操作動画を貼る
・再生しながら口頭で解説

３．MONADデモンストレーション（動画）
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ユーザーのニーズに柔軟に応えつつ、アプリを継続的にアップデート

３．MONADデモンストレーション
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・2分塊MONAD操作動画を貼る
・再生しながら口頭で解説

３．MONADデモンストレーション（動画）



４ まとめと今後



P25４．まとめと今後

まとめ

データを見ながら、異常検知モデルを組めるMATLABアプリを開発

操業・保全技術者（ドメインエキスパート）が設備単位で
アジャイルにモデルの製作を行える

今後

第2分塊工場での有効性検証を更に実施

      社内の他の工場への展開



ご清聴ありがとうございました
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